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司農業会館

議線部戴
大洗町農業会館

事構造規模鉄筋コンクリ ト造 2階建 400.96m2 (121. 29坪)
(内訳) I階事務室(2室)、大会議室、管理人室、湯沸皇室、機械室、便所

2階研修室、和室会議室(2蜜)、湯沸室、便所
骨総事業費 49，706，050円
大洗悶H果f建センター
嘩構造規模鉄筋コンクリート造 2階建延 384.72m2 (116.38坪)
(内訳) I階健康相談室、検診室、診察室、機能回復訓練室、休養室、浴
室、事務室、便所、機械室 2階栄養室、会議室、便所

唾総事業費 41，461，400円

町営松ケ丘住宅

申構造規模筒易耐火プレハブ構造 2階建

(内訳) 6戸建、 2棟、計12戸 1戸当り床面積 55.47m2 (16.77坪)
延 665.64m2 (201. 24坪) 3DK (6帖、 4.5申占、 4.5申占)

畢総事業費 43，868，880円
町立磯浜小学校屋内運動場

骨構造規模鉄筋コンクリート及び鉄骨造 2階建 1，074.31m2 (325.55坪)
(内訳) I 階 体育室、ステージ、更衣室豆、倉庫、便所、玄関

2階放送室、ギャラリー
骨総事業費 103，083，000円
町立南中学校格技場

嘩構造規模鉄骨平家建 216.0m'(65.34坪)
(内訳) 格技室(柔道、剣道)、更衣室(2室)、倉庫、玄関

唾総事業費 17，517，650円

V位置圏

A南中学校格技場
v磯浜小学校体育館
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全
同
国
植
樹
祭
日
日
大
子
町
で
行
な
わ
れ
る

説
墨
田
て
守
ろ
う
大
拐
を
テ
ー

マ
に
、
第
訂
回
全
国
植
樹
祭
が
去
る

5

月
お
・
但
の
両
日
、
大
子
町
と
一
一
口
問
萩
市

を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
に
と
っ
て
、
か
け
が
え
の
な

い
自
然
を
保
護
す
る
こ
と
の
必
要
性
に

つ
い
て
は
、
今
更
い
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
を
機
会
に
一
つ
、
自
然

附
γ

'tt' らあおお

磯
浜
小
学
校
在
任
中
の
町
民
の
皆
様

か
ら
ょ
せ
ら
れ
ま
し
た
か
ぎ
り
な
い
温

情
に
対
し
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
度
多
く
の
業
績
を
の
こ
さ

れ
た
前
教
育
長
後
藤
先
生
の
突
然
の
と

退
任
に
よ
り
は
か
ら
ず
も
不
尚
私
が
そ

の
後
任
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
人
間
尊
重
の
釜
本
的
姿
勢
の
上

に
た
っ
て
新
し
い
郷
土
づ
く
り
を
め
ざ

す
町
に
と
っ
て
教
育
の
は
た
す
役
割
は

重
え
ま
た
町
民
の
皆
様
の
教
育
文
化

の
向
上
へ
の
期
待
の
大
き
い
こ
と
な

ど
、
そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
思
い
身
の

ひ
き
し
ま
る
気
持
で
あ
り
ま
す
。

教
育
が
心
身
と
も
に
健
全
な
国
民
の

育
成
を
期
し
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
は
と
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま

す
が
、
社
会
の
変
化
と
と
も
に
多
く
の

課
題
を
ち
っ
て
お
り
ま
す
。

「
よ
り
よ
/
¥
よ
り
豊
か
に
生
き
る

た
め
、
生
援
に
わ
た
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

が
も
っ
生
活
の
、
あ
る
い
は
発
達
上
の

諜
面
閣
を
解
決
す
る
力
と
わ
ざ
と
知
恵
を

だ
れ
も
が
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ピ
「
学
校
教
湾
、
社
会
教
育
、
家
庭

昭和51年7月5自

教

育

長
猿

田

ごム
11コ

教
育
、
そ
の
他
の
教
育
の
統
合
を
は
か

る
。
」
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う

い
わ
ゆ
る
昼
夜
教

F
の
考
え
の
実

現
と
い
う
根
幹
的
な
課
題
、
ま
た
現
実

に
は
青
少
年
の
問
題
、
教
育
環
境
、
家

庭
教
育
の
問
題
な
ど
、
町
の
実
情
を
ふ

き
え
、
実
態
に
即
し
た
教
育
や
教
育
行

政
を
す
す
め
る
上
で
の
課
題
も
あ
り
ま

し
ょ
う
。
し
か
も
一
方
で
は
、
今
日
の
社
会
情

勢
は
教
育
を
行
う
上
で
も
、
ま
た
教
育

行
政
を
す
す
め
る
上
で
も
幾
多
の
困
難

性
を
生
み
出
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
浅
学
非
才
の
私

が
こ
の
重
一
貴
に
任
じ
ま
す
こ
と
に
は
、

自
ら
一
ま
つ
の
危
慎
を
覚
え
ま
す
が
、
と

り
あ
え
ず
、
本
町
教
育
の
実
態
孝
4
つ
ぬ

計
画
的
な
推
進
が
は
か
れ
る
よ
う
、
多

く
の
先
輩
の
残
さ
れ
た
業
績
の
積
み
上

げ
の
上
に
た
っ
て
、
研
究
実
践
し
、
町

教
育
の
発
展
と
関
係
の
皆
様
の
信
頼
と

期
待
に
こ
た
え
る
よ
う
全
力
を
つ
く
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
格
別
の
御
支
援
、
御

指
導
を
お
願
い
い
セ
J

ま
す
。

新
ら
た
に

発
足

町
長
の
諮
問
に
応
じ
て
、
町
政
の
基

本
と
な
る
町
の
綜
合
計
画
を
策
定
す
る

た
め
の
調
資
や
審
議
伊
子
J

る
、
大
洗
町

綜
合
計
画
審
議
会
が
新
ら
た
に
発
足
し

ま
し
ナ
」
0

本
町
で
は
昭
和
必
年
、
当
時

の
審
議
会
に
諮
問
し
、
昭
和
日
年
度
を

目
標
年
次
と
し
た
綜
合
計
爾
を
策
定

し
、
こ
れ
を
基
調
に
行
政
を
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
石
油
危
機
以
来
社
会
経
済

も
大
き
く
変
化
レ
、
す
べ
て
の
計
画
が

見
直
さ
れ
て
い
る
現
況
下
支
私
た
ち

の
町
で
も
こ
の
再
検
討
が
必
要
と
な
っ

た
わ
け
で
す
。
こ
の
審
議
会
の
構
成
メ

ン
バ
ー
は
議
会
日
名
、
民
間
日
名
の
計

却
名
か
ら
な
り
、
次
の
方
々
が
委
員
に

選
ば
れ
、
去
る
4
月
却
巴
町
長
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
田
山
勇
之
助
(
議
会
)

副

会

長

寺

内

淳

(

民

間

)

委

員

飛

田

惣

一

(

議

会

)

ん

ゲ

米

川

竜

(

タ

)

ん
γ

竹

内

宏

(

タ

)

J 

曙臨

示鮪がウ

し
、
現
配
炉
の
運
転
に
至
る
ま
で
の
各

経
試
験
、
研
究
に
日
夜
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。総
工
費

1
億

4
千
万
円
ポ
建
設
さ
れ

た
立
派
な
展
示
館
に
は
、
こ
の
高
速
実

験
炉
(
常
陽
)
の
炉
心
部
模
型
や
、
炉

心
に
燃
料
を
出
し
入
れ
す
る
た
め
の
よ

部
機
構
の
模
型
を
は
じ
め
、
一
日
間
速
増
殖

原
型
炉
「
も
ん
じ
ゅ
L
、
新
型
転
換
炉
原

型
炉
♂
げ
ん
」
の
断
固
模
型
な
ど
精

巧
を
き
わ
め
た
各
種
模
型
・
実
物
・
パ

ネ
ル
等
四
点
が
展
示
さ
れ
、
そ
の
一
つ

一
つ
に
わ
か
り
や
す
い
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
組
み
込
ま
れ
、
動
燃
の
も
つ
大
き
な

使
命
や
役
割
、
施
設
、
設
備
、
研
究
な

ど
の
内
容
が
、
一
般
の
人
た
ち
に
も
理

解
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
、
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
も
是
非
一
度
、
見

学
の
機
会
を
お
つ
く
り
下
さ
い
。

農示館の概要

。建て簡積 64 7 m 2 
展示室・会議室定・映写室

レストコーナー

〈高速実験炉「常陽」上部機構〉

麗示館内配置臨

〈熱心に見学する人々〉

運静麗示物
① 大洗工学センター施設配霊堂パネJ[...

② 高速実験炉「常陽」炉心模型

③ 「常陽」上部機構模型

④ 日本のエネルギーの将来

⑤ 核燃斜サイクルと動燃事業団の役割i
⑥ 新しい動力炉の開発
⑦ 高速増殖炉とは・…・・

⑧ ナトリワム技術の開発

⑨ 蒸気発生器の開発

⑩ 燃斜・材料の照射後試験

⑪ 放射線遮蔽模擬室及ひ、マニプレーター

⑫ 高速増肩車原型炉「もんじゅ」断面模型

⑮ 新型転換炉原型炉「ふげん」断言雲模型

⑬ 敦賀半島に建設進む原型炉「ふげん」

⑮ 原型炉「ふげん」建設のための安全性各種試験

⑮ 世界の高速増箔炉・新型転換炉開発の現況

⑬ 放射線について・

⑬ 放射性廃棄物処理および周辺環境の放射線管理

⑮ ビデオテレビ・レストコーナー



大
洗
の
季
節
1

l
近

づ

く

も

、

詰

酌

u
u
u
u
前日

各

韓

団

体

中

が

洗

わ

れ

る

よ

う

な

、

爽

や

か

さ

を

海
山
時
溝
綱
相
に
協
感
日
山
町
下
山
日
開
U
下

地
域
開
発
に
か
ら
ん
で
一
環
境
破
壊
が
一
町
と
町
観
光
協
会
で
も
海
岸
の
美
化
を
一
す
。
一
十
八
洗
一
一
高
校
全
生
徒
制
名
と
大
貫
小
学
校

あ
と
を
絶
た
ず
、
社
会
問
題
と
し
て
大
一
は
か
る
た
め
、
県
観
光
課
か
ら
新
鋭
機
一

O
ボ
l
イ
ス
カ
ワ
ト
水
戸
2
団
一
児
童
加
名
か
ら
な
る
二
つ
の
奉
仕
団

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
現
在
ー
か
一
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ナ
ー
を
借
り
入
れ
、
海
一
去
る
5
月
1
日
か
ら

3
日
間
、
常
陽
一
が
、
六
百
海
岸
の
清
掃
を
行
な
う
こ
と

け
が
え
の
な
い
私
た
ち
の
自
然
を
私
た
一
岸
線
一
帯
の
清
掃
を
し
て
い
ま
す
が
、
一
明
治
記
念
館
で
キ
ャ
ン
プ
訓
練
を
行
な
一
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ち
の
手
で
保
護
す
る
運
動
が
各
分
野
で
一
自
然
の
保
護
学
)
行
動
で
示
そ
う
と
、
い
一
っ
た
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
水
戸
2
団
(
代
一
海
の
汚
れ
の
主
な
原
因
の
一
つ
に
、

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
く
つ
か
の
団
体
が
今
年
も
す
で
に
清
掃
一
表
・
小
林
成
敏
夫
」
ん
)
で
は
、
キ
ャ
ン
、
心
な
い
者
た
ち
に
よ
る
、
コ
阿
川

-
F

海
聞
き
を

7
月
日
日
に
ひ
か
え
た
、
一
奉
仕
を
行
な
い
、
又
計
画
を
し
て
い
ま
一
プ
地
に
残
す
も
の
は
唯
一
つ
、
そ
れ
は
一
へ
の
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
上
げ
ら
れ
て

「
感
謝
配
の
み
、
と
い
う
日
頃
の
教
え
一
い
ま
す
。
こ
の
際
、
大
い
に
反
省

を
行
動
に
移
し
、
大
洗
海
岸
一
帯
の
清
一
し
、
多
く
の
善
意
の
人
達
に
廿
え
な

掃
奉
仕
を
行
な
い
ま
し
た
。
く
づ
か
と
一
い
よ
う
、
白
か
ら
を
戒
し
め
ま
し
ょ

に
お
杯
も
集
ま
っ
た
空
カ
ン
、
ゴ
ミ
く
一
う
。

V
W貝
〈

V

C

寸
志
九
抗
r
v

市

巳

乙

ι方
ぶ
・
門
叶
ル
ハ
日
〆
刈
〓
決
裂
か
手
芳
J

浄
化

-P声
3
5
u
《
主

総
織
機
織
欝
盤
機
感
議
燃

下
館
市
主
催
柔
道
大
会

個
人
@
総
合
と
も
に
制
覇

昭和引年ワ月 5日t¥ らあおお第ワワ号

た
破
れ
穴
の
修
理
方
法
を
お
し
ら
せ
し

よ
う
。修
理
の
方
法
は
前
述
の
破
れ
た
マ
ス

目
だ
け
を
切
り
取
る
方
法
と
同
じ
な
の

だ
が
新
し
い
し
ょ
う
じ
紙
を
少
し
古
く

見
え
る
よ
う
に
し
て
切
り
張
り
し
た
部

分
が
目
立
ち
す
ぎ
な
い
よ
、
フ
に
す
る
や

り
方
。
先
ず
、
破
れ
た
マ
ス
白
の
紙
を

全
部
は
が
し
て
し
ま
"
え

そ
の
た
め
に
は
軽
便
カ
ミ
ブ
リ
の
刃

先
を
使
っ
て
マ
ス
目
内
の
紙
を
全
部
切

り
と
っ
て
し
ま
う
。
次
に
新
し
い
し
よ

う
じ
紙
を
マ
ス
目
に
張
れ
る
大
き
さ
に

必
要
数
だ
け
用
意
す
る
。

そ
し
て
、
そ
の
紙
を
お
茶
に
つ
け
て

薄
い
色
を
つ
け
る
。
現
在
の
し
よ
う
じ

の
色
に
合
う
よ
う
に
お
茶
の
濃
さ
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。

色
染
め
が
で
き
た
ら
、
よ
く
乾
か
し

て
か
ら
張
る
よ
う
に
す
る
。
の
り
が
乾

い
て
か
ら
、
張
っ
た
と
こ
ろ
に
キ
リ
を

か
け
れ
ば
こ
れ
ポ
修
理
完
了
。

(
月
刊
消
費
者
よ
り
)

こ
ど
も
の
日
を
記
念
し
亡
毎
年
下

館
市
が
主
催
し
て
い
る
こ
の
大
会
に
は
、

茨
城
・
栃
木
の
中
学
校
か
ら
二
十
数
校

が
参
加
し
、
感
大
に
行
わ
れ
て
い
る
。

大
洗
一
中
は
、
過
去
四
回
優
勝
し
て

お
り
、
本
年
は
県
新
人
大
会
に
お
い
て

優
勝
た
阿
見
中
と
引
き
分
け
、
抽
選

の
結
渠
敗
れ
た
屈
辱
を
期
し
て
、
練
習

と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
、
優
勝
を
日

標
に
参
加
し
、
見
事
五
回
目
の
優
勝
を

成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

宿
敵
阿
見
中
は
参
加
し
な
か
っ
た
が
、

昨
年
度
栃
木
県
大
会
に
優
勝
レ
、
全
国

大
会
に
参
加
し
た
益
手
中
を
は
じ
め
強

い
チ
l
ム
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
苦
し
い

試
合
の
連
続
で
あ
っ
た
。
対
戦
成
績
は

次
の
通
り
で
す
。

一
回
戦

青
少
年
に
有
害
な
社
会
環
境
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
/

1
青
少
年
の
た
め
の
社
会
環
境
浄
化

県
民
運
動
に
ご
協
力
を
H
H

現
在
の
社
会
環
境
の
中
に
は
、
青
少
一
て
お
り
ま
す
。

年
の
健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る
も
の
が
一
当
前
に
お
い
て
も
、
青
少
年
の
健
全

多
く
年
々
悪
侶
の
傾
向
に
あ
り
青
少
年
一
育
成
運
動
の
一
環
と
し
て
、
県
民
運
動

の
問
題
行
動
(
非
行
等
)
も
著
し
く
増
一
に
呼
応
し
青
少
年
宵
成
団
体
、
機
関
等

加
し
て
お
り
ま
す
。
一
と
緊
衝
な
連
携
を
は
か
り
強
力
に
推
進

青
少
年
の
問
題
行
動
は
、
様
々
な
も
の
一
い
た
し
ま
す
。

が
複
雑
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
そ
の

背
景
に
は
青
少
年
を
と
り
ま
く
社
会
環

場
人
よ
っ
て
影
響
さ
れ
て
い
る
も
の
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
青
少
年
の
健
全
基
農
を
は

か
る
た
め
県
民
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
責

務
を
自
覚
し
青
少
年
の
た
め
の
よ
り
よ

い
社
会
環
境
づ
く
り
を
県
民
総
ぐ
る
み

に
よ
る
「
青
少
年
の
た
め
の
社
会
環
境

浄
化
県
民
運
動
」
を
只
今
実
施
い
た
し

iii!芯九ぷ芸去一高!?}
2号表そ) 簡単~修理/綴FZZ 長
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大
洗
一
中
う
対
O
下
妻
東
部
中

二
回
戦
大
洗
一
中
2
対
1
間
々
田
中

準
決
勝
大
洗
一
中
4
対
O
那
珂
湊
中

決
勝大
洗
一
中

1
対
1
下
館
中

(
一
中
内
容
勝
ち
)

個
人
戦
は
四
十
二
名
が
参
加
し
、
A

ブ
ロ
ッ
ク
で
磯
崎
一
彦
君
、

B
ブ
ロ
ッ

ク
で
小
沼
富
君
が
そ
忽
ぞ
れ
勝
ち
進
み
、

決
勝
は
大
洗
一
中
同
志
が
対
戦
す
る
こ

県
民
運
動
の
目
標
等
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
町
民
一
人
ひ
と

り
の
み
な
さ
ま
の
と
理
解
と
と
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
推
進
国
襟

青
少
年
を
と
り
ま
く
次
の
よ
う
な
社

会
環
境
に
つ
い
て
浄
化
を
は
か
る
。

け
青
少
年
に
有
害
な
出
版
物
(
書
籍
、

雑
誌
、
週
刊
紙
)

同
青
少
年
に
有
筈
な
広
告
物

同
そ
の
他
青
少
年
に
有
害
な
環
境

二
、
運
動
方
針
と
取
り
組
み

け
有
害
な
出
版
物
の
「
買
わ
な
い
」

「
見
せ
な
い
」
「
置
か
な
い
」
(
一
一
一
な

い
運
動
の
推
進
)

日
目
有
害
広
告
物
の
「
出
さ
な
い
」
「
黛

さ
な
い
」
「
は
ら
せ
な
い
」
(
一
二
な
い

運
動
の
推
進
)

そ
の
他
青
少
年
に
有
害
な
環
境
の

翠
韮
古
友
び
発
見
通
報
の
推
進

。
出
版
物
の
三
な
い
運
動

ハ
円
青
少
年
に
有
害
と
思
わ
れ
る
雑
誌
、
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タク季

坂
本
零
時
皆
君
(
三
年
)

小
松
崎
洋
二
君
(
一
二
年
)

三
輪
野
活
昭
君
(
一
二
年
)

「
さ
っ
き
L

色
あ
で
や
か
に
競
う

f

去
る
、

6
月
3
白
か
ら
6
日
間
、
開

松
公
民
館
に
、
色
と
り
ど
り
の
さ
つ
き

が
展
示
さ
れ
、
道
行
く
人
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
内
在
住
の
同
好
者
の
集

ま
り
で
あ
る
大
洗
町
さ
っ
き
同
好
会

(
会
長
海
老
沢
好
一
さ
ん
会
員
臼

名
)
が
恒
例
行
事
と
し
て
お
こ
な
っ
た

も
の
で
、
今
年
で
第
0
回
目
と
な
り
、

会
員
も
年
々
増
r

え
て
い
ま
す
。

当
日
は
会
員
の
み
な
さ
ん
が
日
頃
愛

培
管
理
し
た
さ
っ
き
の
、
品
評
会
と
即

売
会
が
お
こ
な
わ
れ
、
側
名
を
超
す
来

と
に
な
っ
た
。
小
沼
看
が
内
股
で
磯
崎

君
に
一
本
と
り
優
勝
の
栄
冠
を
手
に
し

た。
本
年
度
最
初
の
大
会
に
優
勝
を
果
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る
郡
大
会
、

県
大
会
の
栄
冠
を
固
さ
し
丈
一
層
の

努
力
と
精
進
を
し
て
い
き
た
い
と
息
っ

て
い
ま
す
。
(
監
督
・
熊
谷
栄
三
)

小
盆
栽
稲
野
辺
喜
平
(
大
洗
教
育
長
賞
)

競
技
花
松
葉
定
光
(
大
洗
町
長
賞
)

植
民
迫
害
一
(
大
洗
議
長
賞
)

蕗
報
開
用
に
と

写
真
ス
ト
口
、
本

タ筆書

館
山
合
栄
三

荷
口
勝
彦
君
(
二
年
)

磯
崎
一
彦
君
(
三
年
)

一
式
を
審
開

大
洗
町
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会

(
会
長
一
品
柳
清
外
十
七
名
)
で
は
、

地
域
青
少
年
の
健
全
育
成
を
顧
い
、
青

少
年
育
成
に
関
す
る
諸
活
動
を
行
な
っ

て
お
り
ま
す
。

特
に
、
非
行
に
芽
ば
え
る
青
少
年
の

早
期
発
見
、
早
期
補
導
育
成
に
重
点
を

お
き
、
地
域
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
は
じ

W
め
、
青
少
年
設
び
に
保
護
者
と
の
対
話

可
に
よ
る
相
談
活
動
、
電
話
相
談
、
広
報

活
動
等
を
実
施
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ど
の
よ
胃
つ
な
小
さ
な
相
談
で
も
結
構
で

す
。
青
少
年
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、

次
の
青
少
年
相
談
員
に
と
相
談
く
だ
さ

れ

ν青少
年
問
題
解
決
の
た
め
の
お
力
添
え

を
い
た
し
ま
す
。

で
す
。こ
れ
に
よ
り
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
電
球
な

ど
消
耗
器
材
の
節
減
は
も
と
よ
り
、
撮

影
時
の
敏
速
化
、
効
率
化
が
促
進
さ
れ

大
助
か
り
。
町
で
は
と
高
志
を
有
難
く

受
け
入
れ
、
早
速
広
報
専
用
器
材
と
し

亡
活
用
し
て
い
ま
す
。

大
洗
町
青
少
年
相
談
員
一
覧

大池大
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h
d
伊
国
保
と
交
通
事
故

話
器
額し

合
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

必
ず
届
出
を
f
一
「
自
損
一
作
為
も
給
付
制
限
」

一
な
り
ま
す
。
示
談
は
、
国
保
が
立
替
え
一
本
人
の
、
全
く
の
不
注
意
や
ょ
っ
ぱ

?
た
医
療
費
が
、
金
額
加
害
者
よ
り
返
済
一
ら
い
運
転
、
け
ん
か
な
ど
甘
ぽ
が
を
し

W
ド
望
書
一
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
町
へ
確
認
一
た
と
き
は
、
国
民
健
康
保
険
法
第
臼
条

引
却
捧

N
一
し
て
か
ら
慎
重
に
一
示
談
す
る
こ
と
が
大
一
に
よ
り
、
国
保
は
医
宮
貨
を
支
払
わ
な

指
折
北
両
川

ν、
一

切

で

す

。

一

く

て

も

、

よ

い

こ

と

に

な

っ

て

お

り

、

tと
/

一

O
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
の
心
得
て
の
場
合
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
国

)
ち
ト
シ
一
山
讐
察
に
必
ず
届
出
を
一
保
は
使
用
で
き
ず
、
全
額
本
人
負
出
と

ぷ
「
ト
一
ど
ん
な
小
さ
い
事
故
で
も
、
滋
察
に
一
な
り
ま
す
。

ぺ
凶
問
雇
出
る
こ
と
。
後
で
損
害
賠
償
義
け
一
皆
さ
ん
が
納
め
る
保
険
税
擁
護

れ
μ
L
A

一
る
と
き
に
、
不
利
と
な
り
ま
す
。
一
者
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
正
し
く
使
わ
な

も
し
歪
宰
に
し
亡
あ
な
た
が
交
通
一
叩
加
害
者
が
よ
く
知
る
こ
と
一
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

事
故
に
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
国
保
係
へ
長
一
免
許
証
な
ど
で
加
害
者
の
身
分
や
白
一
)

一
ニ
者
行
為
に
よ
る
被
害
伊
を
提
出
し
一
賠
保
険
加
入
会
社
名
を
調
べ
て
お
く
必
一
当
時
〆
れ
胡

ω鳩
山
静

て
下
さ
い
。
用
紙
は
箇
保
係
に
あ
り
ま
一
要
が
あ
り
ま
す
。
一

5
炉
、
例
州
山
間

wgh

す
の
で
、
保
険
証
、
印
か
ん
を
持
参
の
一
叩
自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー
を
覚
え
る
こ
と
一

F

何
ぺ

上
手
続
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
一
ひ
き
逃
げ
さ
れ
る
場
合
も
多
い
の
亡
一
層
f
刊
杭
け
h
v
t
b

す
。
届
出
を
さ
れ
る
と
国
保
で
一
治
療
が
一
ま
ず
第
一
に
自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー
を
覚
一
帯
訂
宮
脇
務
犯

受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
交
通
事
故
の
一
ぇ
、
で
き
れ
ば
自
動
車
の
型
や
色
な
ど
一
壁
と

6

医
療
一
貨
は
全
額
加
害
者
負
担
と
な
り
ま
一
も
掌
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
一
挙
Y
ト

匹

'

す
の
で
、
国
保
は
一
時
立
替
え
丈
病
一
凶
信
用
の
あ
る
人
に
相
談
す
る
こ
と
一
線
炉

μ唱
し
叫
川
崎
)

院
等
に
支
払
い
、
後
で
国
保
が
加
害
者
一
自
分
の
判
断
だ
け
で
は
行
動
し
な
い
一

r
l司
l
一戸
L
F

へ
請
求
し
て
返
済
し
て
も
ら
う
こ
と
に
一
で
、
役
場
の
交
通
事
故
相
談
や
県
庁
県
一

j
続
可

実
に
よ
り
、
生
荏
た
ち
も
更
に
一
一
層
、

楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
意
義
あ
る
中
学
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
し
ょ

F

つ
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民
主
の
事
故
相
談
室
で
相
談
し
、
あ
と

で
不
利
に
な
る
よ
う
な
、
軽
率
な
行
動

は
さ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

去
る
5
月
白
日
、
前
日
の
雨
が
う
そ

の
よ
う
な
、
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
五
月
間
桐

れ
と
濃
い
緑
を
吹
き
抜
け
る
爽
や
か
な

風
の
ー
甲
で
、
町
恒
例
の
老
人
体
育
祭
と

身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
、
町
内
の
お
年
答
り
約

加
名
、
身
障
者
約
団
名
の
み
な
さ
ん
が

参
加
し
、
日
頃
縮
こ
ま
り
が
ち
な
足
腰

を
思
う
得
分
伸
ば
し
、
元
気
に
楽
し
く
、

紅
白
玉
入
れ
、
玉
手
箱
、
幸
運
の
椅
子
、

ゴ
ル
フ
、
ボ
ー
リ
ン
グ
と
い
っ
た
ゲ
ー

ム
に
熱
中
し
ま
し
た
。
団
体
競
技
の

m

m
パ
l
タ
l
競
技
で
は
、
こ
の
体
育
祭
宇

号醸離醤模様蕗臨調 ih 
ii盟締鰐梨櫛関犠端製品
2222斜里害2422tE与HZiRhif千持
者主千普ift室長日昼ZziT722220日目

民
し
た
適
切
な
指
導
を
行
な
う
。
殊
に

鼻
オ
未
満
の
乳
児
は
恒
到
に
か
か
る
率

が
高
く
、
将
来
の
健
康
の
法
盤
を
な
す

も
の
で
あ
り
毎
週
一
回
の
母
子
相
談
と
、

月
二
回
の
医
師
に
よ
る
乳
児
検
診
を
行

な
う
。
幼
児
期
と
し
て
は
、
問
題
に
な

る
精
神
発
達
と
機
能
発
達
を
は
か
る
た

め
の
三
才
児
検

1
1久
司
〆

孝

行

な

う

。

業

ゾ

ム

伝

説

文
、
妊
婦
に
つ
肱
符
恥
時
/
二

:
 

い
て
は
、
母
親

J

V

一
繍
伊
ト
-

学
級
を
ひ
ら
き

d
v
R

健
全
な
子
を
生
む
た
め
、
そ
し
て
異
常

児
出
産
防
止
の
た
め
、
妊
娠
中
の
食
生

活
の
あ
り
方
の
衛
生
講
話
を
行
な
い
母

子
の
健
全
を
は
か
る
。

O
成
人
病
対
策
と
し
て

戦
前
の
伝
染
性
疾
患
は
後
退
し
、
慢

性
の
成
人
病
疾
患
へ
移
行
し
、
多
く
の

人
が
苦
し
ん
で
お
り
ま
す
。
当
町
も
必

i-dJ、
然
的
住
民
要
求

吋
す
A
f

「

W
L」
点
と
し
て
↑
成
人
病

」
i

〆
占
仁
ぷ
健
康
管
理
対
策

均
守
品
ザ
初
妙
に
重
点
を
お
く

f
J
A
r
k
r
べ
く
、
医
師
に

よ
る
成
人
病
健
康
診
断
が
月
一
回
と
、

セ
ン
タ
ー
に
来
所
す
れ
ば
、
保
健
婦
に

よ
る
食
生
活
上
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
致
し

ま
す
。V人
、
年
一
回
総
合
的
成
人
病
検
診
を

申
込
み
制
で
実
砲
し
ま
す
。
ま
た
、
不

幸
に
し
て
倒
れ
た
人
に
は
、
日
常
生
活

の
自
立
を
さ
せ
、
家
族
の
負
担
芝
軽
減

初
の
ホ
i
ル
イ
ン
@
ワ
ン

に
大
喜
び
!

老
人
体
曹
祭
と

身
時
者日本

i

大
会

始
ま
っ
て
以
来
の
、
ホ
ー
ル
イ
ン
・
ワ
一

O
ゴ
ル
フ
競
技

ン
の
新
記
録
が
生
ま
れ
満
場
の
喝
采
を
一
優
勝
大
船
会
(
舟
渡
)

浴
び
、
町
体
育
協
会
賞
を
は
じ
め
各
種
一
準
俊
勝
神
寿
会
(
明
伸
町
)

の
特
別
賞
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
新
記
一

3
位

明

寿

会

(

タ

)

録
を
樹
て
た
田
口
登
一
刊
さ
ん
(
夏
海
一

4
位
み
ど
り
会
(
夏
海
)

み
ど
り
会
長
)
は
「
ま
ぐ
れ
当
り
で
、
一
う
位
神
山
寿
会
(
神
山
)

た
X
め
ず
ら
し
い
と
い
う
だ
け
さ
。
」
と
一

云
い
な
が
ら
も
、
周
囲
の
祝
福
に
さ
す
一

O
ボ
ー
リ
ン
グ
競
技

が

に

嬉

し

そ

う

。

一

優

勝

松

寿

会

(

松

川

)

ク
ラ
ブ
対
抗
の
ゴ
ル
フ
と
ボ
i
リ
ン
一
準
優
勝
神
寿
会
(
明
神
町
)

グ
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
一

3
位
さ
っ
き
会
(
寺
釜
)

4
U

寿

会

(

永

町

)

う

位

千

歳

会

(

新

町

)

事
業
の
特
融

O
母
子
衛
生
対
策
と
し
て

赤
ち
ゃ
ん
が
健
や
か
に
生
れ
育
つ
事

を
期
待
す
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
母
と

子
に
つ
い
て
妊
娠
・
分
娩
・
育
児
と
一

す
る
た
め
に
、
専
門
的
な
理
学
療
法
士

に
よ
る
機
能
訓
練
を
行
い
、
社
会
復
帰

を
期
待
す
る
わ
け
で
す
が
、
ま
だ
器
具

の
設
備
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
訓
練

卒
に
つ
い
て
は
当
分
己
期
待
に
そ
え
な

い
事
を
お
詫
び
し
ま
す
。

O
食
生
活
改
善
と
し
て

町
民
の
食
生
活
は
断
次
改
善
さ
れ
て

来
て
い
ま
す
が
、
手
般
的
に
未
だ
米
食

偏
重
に
正
司
令
糖
質
過
多
の
傾
向
に
あ
り
、

肥
満
体
が
増
え
て
お
り
、
殊
に
成
人
病

等
の
引
金
と
な
っ
た
り
貧
血
仮
に
な
り

ま
す
。正
し
い
食
生
活
の
知
識
と
技
術
を
留

得
し
丈
家
族
の
健
康
管
理
に
つ
と
め

る
の
は
主
婦
で
す
。
婦
人
会
、
農
漁
業

婦
人
部
、
各
種
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
御

婦

人

が

積

極

的

4

主

に
調
理
室
を
ご
ゐ
響
語
、
J
A

利
用
下
さ
る
事
「
/
吋
J

垢
{
且

『

F

F

〆
五
五
百
【

r
、

を
票
ん
で
お
り
て
/
〕

)
?
F
M

ま

す

。

グ

叶

は

門

開

凶

」

O
予
防
接
種
に
つ
い
て

現
在
、
建
h
-
三
種
展
ム
口
(
百

ν破
)

に
つ
い
て
は
県
か
ら
一
時
見
合
せ
る
指

示
の
た
め
、
現
在
は
ジ
フ
テ
リ
ア
・
生

ワ
ク
・

B
C
Gの
み
し
か
行
な
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
今
年
の
秋
に
は
実
施
出
来

る
も
の
と
思
い

ま
す
。

。
家
庭
訪
問
に
つ
い
て

保
健
婦
業
務
の
本
命
工
あ
り
、
字
の

如
く
家
ぼ
を
訪
問
し
、
患
者
及
び
家
族

の
実
情
に
即
し
た
指
導
か
す
る
の
が
本

来
の
姿
で
あ
り
、
地
域
住
民
に
密
着
し

た
保
健
婦
の
活
動
の
あ
り
方
で
す
の
え

希
望
者
は
電
話
等
で
セ
ン
タ
ー
の
方
へ

と
連
絡
下
さ
れ
ば
訪
問
い
た
し
ま
す
。

以
上
が
保
健
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
あ

ら
ま
し
で
す
。

健
康
な
家
庭
、
朋
る
い
町
づ
く
り
に

為
ぜ

99
町
民
各
伎
が
鑓

換
港
特
理
珊
端
康
保
持
し
を
再
認

鱗
酔
駐
渋
み
吋
当
識
さ
れ
、
保
健

i

露
関
》
セ
ン
タ
ー
を
ど

議
量
喝
し
ど
し
御
利
用

下
さ
る
事
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
婦
よ
り

(
T
B
L
六
一

O
一O
)

人
権
擁
護
黍
異
に

関
根
源
一
郎
氏
(
祝
町
)
決
ま
る

私
た
ち
が
基
本
的
人
権
を
侵
か
さ
れ
一
た
り
な
ど
、
非
常
に
大
切
な
役
割
を
担

る
こ
と
な
く
、
平
和
な
日
常
生
活
を
楽
一
う
の
が
人
権
擁
護
委
員
の
仕
事
で
す
。

し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
常
に
こ
れ
一
こ
の
た
び
、
法
務
大
臣
よ
り
委
員
を

を
監
視
し
た
り
、
若
し
侵
犯
さ
れ
た
場
一
委
嘱
さ
れ
た
、
関
根
源
一
郎
刊
さ
ん
は

合
に
は
、
そ
の
救
済
の
た
め
に
す
み
や
一
向
う
3
ヶ
年
、
私
た
ち
町
民
の
た
め
に
、

か
に
適
切
な
処
躍
を
講
じ
た
り
、
あ
る
一
こ
の
使
命
を
果
た
さ
れ
る
わ
け
で
す
が

い
は
又
自
由
人
権
思
想
の
普
及
に
努
め
一
と
健
践
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

所
団
民
間

U

⑧
の
手
続
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か

|
|
お
確
か
め
く
だ
さ
い
、
あ
な
た
の

定
額
貯
金
証
番

i
l

た
だ
い
ま
郵
便
局
で
は
、
昭
和
四
十

九
年
九
月
二
十
三
日
以
前
に
お
預
け
に

な
っ
た
定
額
貯
金
の
脅
か
有
利
に
な

る
手
続
(
⑧
の
手
続
ぎ
)
の
お
取
扱
い

を
し
て
い
ま
す
。
手
続
は
簡
単
で
す
。

定
額
貯
金
証
書
を
お
近
く
の
郵
便
局
の

窓
口
へ
お
持
ち
い
た
だ
け
れ
ば
、
郵
便

局
で
は
貯
金
証
書
に
肩
甲
」
の
表
示
を

い
た
し
ま
す
。
回
一
早
は
不
要
で
す
。
こ

の
お
取
扱
い
は
昭
和
五
十
二
年
一
月
十

三
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
手
も
と
の
定
額
貯
金
証
書
を
お
確
か

め
の
上
ま
だ
お
済
み
で
な
い
場
合
は
、

な
る
べ
く
お
早
め
に
郵
便
局
の
窓
口
へ

貯
金
証
書
を
と
持
参
の
う
d

え
、
こ
の
手

続
き
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

大
洗
郵
司

防
衛
庁
で
は
、
二
等
陵
、
海
、
空
士

の
自
衛
官
を
募
集
中
で
す
。
採
用
に
な

一
月
一
日
の
町
報
で
ご
報
宙
開
し
ょ
一
品
と
し
て
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
一
台
を
畳
間
一
り
ま
す
と
特
別
国
家
公
務
員
と
し
て
身

げ
ま
し
た
後
、
町
善
意
銀
行
へ
左
記
の
一
抽
聞
い
た
し
、
大
洗
水
産
加
工
業
協
同
組
一
分
が
保
障
さ
れ
る
と
と
も
に
、
各
種
の

方
々
か
ら
多
額
の
寄
付
が
よ
せ
ら
れ
ま
ム
口
殿
よ
り
の
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、
県
一
技
術
教
育
が
受
け
ら
れ
国
家
資
格
、
免

し
た
。
寄
付
を
よ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
一
内
の
老
人
福
祉
施
設
及
び
、
心
身
障
害
者
一
許
等
も
は
ば
広
く
取
得
す
る
こ
と
が
で

々
に
厚
く
お
礼
印
し
ょ
げ
ま
す
。
一
収
容
施
設
へ
運
営
費
の
一
助
と
し
て
答
一
き
、
勉
強
し
た
い
人
は
高
校
、
大
学
(
夜

O
寄
付
を
よ
せ
ら
れ
た
方
々
一
贈
い
た
し
ま
し
た
。
一
間
部
)
に
通
学
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

O
大
洗
町
米
穀
小
売
商
組
合
殿
一
そ
の
他
の
方
々
よ
り
の
寄
付
に
つ
い
一
若
い
皆
さ
ん
の
応
募
を
心
か
ら
期
待
い

六一二、

0
0
0円
一
て
は
、
大
洗
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
一
た
し
ま
す
。

O
大
洗
水
産
加
工
業
協
同
組
合
殿
一
い
て
町
内
の
恵
ま
れ
な
い
人
々
の
福
祉
一
一
、
応
募
資
格

一
0
0、
0
0
0円
一
の
た
め
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
…
満
十
八
オ
か
ら
二
十
五
オ
米
満
の
男

O
大
洗
町
さ
っ
き
同
好
会
殿
一
て
お
り
ま
す
。
町
善
意
銀
行
に
お
い
て
一
子

一
O
、
o
u
O円
一
は
今
後
あ
皆
様
方
の
あ
た
た
か
い
善
意
一
二
、
初
任
給
等

O
大
洗
町
大
賞
町
寺
釜
篤
志
者
殿
一
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
窓
ま
れ
な
い
一
七
万
三
千
七
百
円
ー
ボ
ー
ナ
ス
は
年

一
O
、
0
0
0円
一
人
々
の
た
め
の
福
祉
の
向
上
に
努
力
し
一
一
ニ
留
合
計
五
、
二
カ
月
分
支
給
さ
れ

こ
れ
ら
の
寄
付
の
う
ち
、
寄
贈
先
を
一
て
行
く
考
え
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
一
る
ほ
か
扶
養
手
当
、
勤
務
内
容
に
よ

指
定
さ
れ
て
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
、
米
穀
一
の
皆
様
方
の
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
一
り
各
種
手
当
、
そ
の
ほ
か
食
事
代
は

小

売

商

組

合

殿

よ

り

の

寄

付

金

に

つ

き

一

す

。

一

も

ち

ろ

ん

制

限

等

も

無

料

で

貸

与

さ

ま

し

て

は

、

大

洗

町

老

人

憩

の

家

の

備

一

一

れ

ま

す

。

旨
p
p旨
旨
旨
p
p
h旨
旨
旨

p
p旨
h
b
h旨
L
Y

三
、
退
職
金

-
骨
盤
密
〈
自
l
タ
リ
i
縄

問

り

〉

一

二

年

勤

務

で

退

職

員

室

俸

の

一

ふじ

ω事
一

0
0日
分

円

画

。

常

習

l
b
p日
ソ
ア

J
m
w

一
四
年
勤
務
で
退
識
の
場
主
俸
の
二

場
リ
プ
d額
一

一

事
建
弦
U

A

せ
つ
の
テ
ス
ト
一
0
0日
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
四
、
休
暇
外
出
等

O
真
実
か
ど
う
か
一
る
こ
と
を
お
す
〉
め
し
ま
す
。
必
ず
や
一
有
給
休
鍛
は
年
二
十
四
日
の
ほ
か
年

O
み
ん
な
に
公
平
か
一
こ
れ
ら
の
人
々
と
の
友
誼
と
信
頼
を
獲
一
末
年
始
は
六
日
間
、
外
出
は
平
日
の

O
好
意
と
友
情
を
深
め
る
か
一
得
し
、
そ
れ
が
貴
方
の
お
庖
の
永
続
的
一
場
合
は
課
業
後
、
土
曜
日
は
午
後
、

O
み
ん
な
の
た
め
に
な
る
か
ど
う
か
一
な
繁
栄
に
つ
な
が
る
事
で
し
ょ
う
。
一
日
曜
祝
日
は
朝
か
ら
許
司
ズ
れ
ま
す
。

ロ
i
タ
リ
ア
ン
は
こ
の
テ
ス
ト
を
臼
一
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
現
在
日
品
名
の
一
五
、
任
期
満
了
退
職
時
の
就
職

常
行
動
の
指
針
と
し
て
自
分
の
職
業
に
一
会
員
を
擁
し
て
い
ま
す
が
役
員
は
次
の
一
規
律
あ
る
団
体
生
活
で
鍛
練
さ
れ
た

適
用
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
テ
ス
ト
は
一
と
お
り
で
す
。
一
人
格
、
震
任
問
問
、
根
性
及
び
妓
能
教

人

の

行

動

を

は

か

る

有

効

な

も

の

さ

し

一

会

長

寺

内

淳

一

育

等

で

書

h
Jけ
た
各
種
の
技
術
は
、

と
し
て
、
い
ま
や
世
界
い
た
る
と
こ
ろ
一
副
会
長
野
手
列
一
一
般
会
社
か
ら
も
高
く
評
一
筋
さ
れ
て

の
実
業
社
会
、
官
庁
、
学
校
な
ど
で
見
一
幹
事
石
井
勝
吉
郎
一
お
れ
ど
就
職
問
題
を
専
門
に
取
扱
う
機

事
に
活
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
一
副
幹
事
小
松
崎
亨
一
関
と
し
て
地
方
連
絡
部
及
び
就
職
援

正
し
い
も
の
の
考
え
方
を
す
る
た
め
の
一
会
計
塩
田
進
一
護
セ
ン
タ
ー
等
が
あ
り
、
就
職
希
望

指
針
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
室
忘
れ
ず
に
一

S
、A
、A

山
崎
正
一
者
の
身
分
、
給
与
等
が
有
利
な
条
件

何
時
も
他
人
と
の
聞
の
事
に
適
用
す
る
一
副
S
、A
、A
岡
安
政
次
一
で
就
職
で
き
る
よ
う
組
織
的
計
画
的

よ
う
に
つ
と
め
れ
ば
、
そ
れ
が
一
一
層
実
一
理
事
土
子
鉄
夫
一
な
援
護
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

り
の
あ
る
友
好
的
な
対
人
関
係
を
育
て
一
ヂ
石
山
修
一
く
わ
し
く
は
役
場
総
務
課
総
務
係

る
上
に
、
確
実
な
は
た
ら
き
を
す
る
と
一
タ
川
上
俊
彦
一
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

思

い

ま

す

。

も

し

皆

さ

ん

が

自

分

の

考

一

ヂ

安

斉

一

刻

一

(

篭

話

七

l
五
一
一
一
番
)

え
て
属
一
る
事
、
言
お
う
と
し
て
居
る
事
、
一

i
l
i
t
i
t
i
l
-
-
i
l
i
t
i
t
i
l
-
-
7

又
し
よ
う
と
し
て
居
る
事
を
四
ツ
の
テ
一

N
H
K
か
ら
の
お
知
ら
せ
一
教
育
テ
レ
ビ
話
ィ
ナ
ャ
ン
ネ
ル

ス
ト
に
照
ら
し
て
確
め
る
習
慣
を
身
に
一

N
H
K
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
一
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

つ
け
る
よ
う
に
さ
れ
た
場
合
皆
さ
ん
一

7
月
8
白
か
ら
変
更
一
磯
浜
去
最
か
ら
の
放
送
を
と
ら
ん

が
一
一
層
幸
福
に
な
り
、
成
功
を
収
め
ら
一
磯
浜
お
台
場
(
磯
鼻
)
に
あ
る
N
H
一
の
方
は
、

7
月
8
日
か
ら
新
ら
し
い
放

れ
る
の
を
助
け
る
こ
と
に
成
る
と
一
一
A
う
一

K
の
テ
レ
ビ
中
継
局

(
U
H
F
)
は
、
一
送
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
ダ
イ
ヤ
ル
を
合
わ
せ

こ
と
が
多
く
の
人
々
の
こ
れ
ま
で
の
経
一
現
在
総
合
テ
レ
ビ
岨
チ
ャ
ン
ネ
ル
一
て
く
だ
さ
い
。

験
に
よ
っ
て
明
か
に
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
一
教
育
テ
レ
ビ
必
チ
ャ
ン
ネ
ル
一
く
わ
し
い
こ
と
は
、

N
H
K
水
一
戸
放

特
に
商
売
を
さ
れ
て
居
る
皆
さ
ん
、
貴
一
で
放
送
し
て
お
り
ま
す
が
、
一
送
局
相
談
室
(
電
話
。
二
九
二

i
二一

方
の
お
后
の
仕
入
先
と
顧
客
と
の
関
係
一

7
月
8
日
の
放
送
開
始
待
か
ら
一

l
七
一
(
)
一
)
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

に
こ
の
四
つ
の
テ
ス
ト
を
応
用
し
て
見
一
%
，
一
レ
ビ
訂
チ
ャ
ン
ネ
ル
一
い
。

善
意
の
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「
畠
翻
官
」
募
集
中
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